
日日本本言言語語学学会会第第 137回回大大会会ププロロググララムム
 

会長      上野 善道 

大会運営委員長 井上 優 

大会実行委員長 新田 哲夫 

 

期 日： 2008 年 11 月 29 日(土)・11 月 30 日(日)
会 場： 金沢大学角間 キャンパス北地区 〒920-1192 金沢市角間町（会場案内等は 5～7 ページ）

         TEL：076-264-5878（大会実行委員長），FAX：076-264-5362（共用につき宛名必須）

         E-mail：lsj137kanazawa@yahoo.co.jp 

     ・金沢駅東口―金沢大学間の臨時バスを運行します。出発前に最新のバス時刻表（11 月に学会ホーム

ページに掲載）をご確認ください。大学の北地区Ｐ駐車場も利用できます。（詳細は 6 ページ）

          ・・  保育室を設置します。（利用申込締切：10月 30日(木)）（詳細は 8 ページ）

          ・・  会場周辺に食堂・コンビニはありません。2 日目の弁当は同封はがきによる注文のみ受け付けます。 

（会場でのお弁当の注文はできませんのでご注意ください。） 

日本言語学会ホームページ http://wwwsoc.nii.ac.jp/lsj2/ 

 
 

―― 第 1 日（11 月 29 日）―― 

10:45－12:30 委員会（委員の方はご出席ください。） 人間社会２号館 
3 階 第１会議室 

13:00－18:00 口頭発表（詳細は 2～3 ページ），ワークショップ（詳細は 4 ページ） 人間社会第１講義棟

１・2・3 階 
18:15－20:00 懇親会（一般 5,000 円，学生 3,000 円） 北福利施設 

 
―― 第 2 日（11 月 30 日）―― 

10:00－11:00 公開講演１「朝鮮漢字音アクセントの歴史的発展と類推変化」 
                伊藤 智ゆき（東京外国語大学） 

11:05－12:05 公開講演２「フィリピン言語学の現在」 
                北野 浩章（愛知教育大学） 

人間社会第１講義棟 
1 階 101 講義室 

11:30－13:00 ポスター発表（詳細は 4 ページ） 
特別展示「フロンティアからの眼差し Part 2」（詳細は 4 ページ） 

人間社会第１講義棟

2 階 202・203 講義室

13:00－13:10 挨 拶  上野 善道（会長），中村 信一（金沢大学学長） 

13:10－15:40 

公開シンポジウム「言語変化のモデル」 
 「頻度が形作る活用形態の（不）規則性 
   ―用法基盤モデルの観点から―」 上原 聡（東北大学） 
 「言語変化のＳ字カーブの計量的研究 
   ―解析手法と分析事例の比較―」 真田 治子（埼玉学園大学） 
 「文法化を起こす認知能力・バイアスの検討 
   ―構成的手法によるモデル化―」 
              橋本 敬（北陸先端科学技術大学院大学） 
 コメント  ナロック ハイコ（東北大学） 
 司会    時本 真吾（目白大学）  

人間社会第１講義棟

1 階 101 講義室 

※公開講演・公開シンポジウムはどなたでも参加できます。 
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口頭発表・ワークショップ（11 月 29 日(土)，13:00～18:00）（人間社会第１講義棟１・2・3階） 
 

 
Ａ会場（人間社会第１講義棟 1 階 102 講義室） 

司会：吉村 あき子，小野 尚之（前半） 

Ｂ会場（人間社会第１講義棟 2 階 201 講義室） 

司会：時本 真吾（前半） 

13:00－13:30 

田中 大輝，林下 淳一 
連接名詞句の「擬似的」選言解釈 

KIYAMA Sachiko, TAMAOKA Katsuo,  
TAKIURA Masato 
Motivations behind face-work by native Japanese 
speakers in conflict situations between self and other 

13:35－14:05 

酒井 智宏 
トートロジーにおける「言われていること」と 
「含意されていること」の反転 

今村 怜，小泉 政利 
文理解における情報構造と統語構造の交互作用が 
生じるタイミングについて 

14:15－14:45 

長野 明子，島田 雅晴 
英語の語形成と V-A 型の結果表現 

白畑 知彦，久野 美津子 
日本語母語幼児のとりたて詞「だけ」の解釈に 
おける目的語指向性 

14:50－15:20 
宮田 洋介 
Qualia を用いた英語形容詞の意味分析 

 

15:20－15:40 （休憩） （休憩） 

15:40－17:40 

ワークショップ１ 

堀江 薫，仁科 明，吉村 紀子，青木 博史 
名詞化辞「の」と「φ」の交替現象 
 ―日本語史・形式主義言語学・機能主義言語学の

  インターフェイス― 
（詳細は 4 ページ） 

ワークショップ２ 

中井 悟，原田 なをみ，越智 正男， 
小熊 猛，祐伯 敦史 

日本語におけるガ・ノ交替現象 

（詳細は 4 ページ） 

  

 
Ｃ会場（人間社会第１講義棟 2 階 202 講義室） 

司会：稗田 乃（前半） 

Ｄ会場（人間社会第１講義棟 2 階 203 講義室） 

司会：呉人 惠（前半），岸田 文隆（後半） 

13:00－13:30 

時崎 久夫，桑名 保智 
Tauya 語の属格名詞と語順の普遍性 

ジンガン 
モンゴル語の動詞語尾 -jee と-laa について 
―コーパスに基づく分析― 

13:35－14:05 
桑名 保智 
スワヒリ語の語順と接尾辞の出没 

スチンガルラ 
モンゴル語の補助動詞構造≪V-CVB ög-≫について 

14:15－14:45 

品川 大輔，米田 信子 
バントゥ諸語における適用形動詞の類型と目的語 
対称性 

梅谷 博之 
モンゴル語の受身接辞 -GD を伴う動詞の意味 

14:50－15:20 

河内 一博 
名詞句に「主要部」という概念は必要か？ 
―Sidaama (Sidamo)語のクリティックによって形成

される名詞句― 

佐藤 暢治 
保安語積石山方言における存在の助動詞 vi/vɑ に 
ついて 

15:20－15:40 （休憩） （休憩） 

15:40－16:10 
SHIRAISHI Hidetoshi 
Empty nuclei in Nivkh 

16:15－16:45 

児倉 徳和 
シベ語の語り（narrative）における補助動詞 bi の 
機能と視点 

16:55－17:25 
風間 伸次郎 
ツングース祖語における接近音について 

17:30－18:00 

ワークショップ３（～17:40） 

龍城 正明，綾野 誠紀，藤田 透，佐々木 真 

形容詞の特質をめぐって 
 ―言語類型論的観点から見た形容詞と形容詞の 
  意味化分析― 

（詳細は 4 ページ） 

吉田 和彦 
アナトリア祖語とモーラ 
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Ｅ会場（人間社会第１講義棟 2 階 204 講義室） 

司会：伊藤 智ゆき（前半），菅原 真理子（後半）

Ｆ会場（人間社会第１講義棟 3 階 301 講義室） 

司会：中山 俊秀（前半） 

13:00－13:30 

孫 在賢 
朝鮮語江陵方言のアクセント 

吉村 大樹 
トルコ語とウズベク語の疑問接語 mI/mi は文法的に

異質か 

13:35－14:05 
李 文淑 
中国黒龍江省尚志市で話される朝鮮語のアクセント

今西 一太 
アミ語の態 

14:15－14:45 
松浦 年男 
長崎二型音調の音声実現に関する予備的検討 

長屋 尚典 
ラマホロット語の方向表現 

14:50－15:20 

池田 史子，玉岡 賀津雄，林 炫情 
山口方言の撥音と長音を含む語の産出におけるアク

セント核の有無と発音持続時間に関する世代間比較

Hideki MAKI, Kenichi GOTO,  
Mohammed Joynal ABEDIN 
On the distribution of nominative and genitive case in 
modern Bengali 

15:20－15:40 （休憩） （休憩） 

15:40－16:10 

儀利古 幹雄，森下 裕三 
日本語の外来語アクセントに対する構文文法的アプ

ローチ―「オセアニア」と「パラノイア」のアクセ

ントからの傍証― 

16:15－16:45 
下地 理則 
南琉球宮古伊良部島方言におけるフット構造 

16:55－17:25 

佐藤 久美子 
小林方言における音韻句の形成と統語構造の関わり

について 

17:30－18:00 
倉橋 農 
日本語の韻律句境界とフォーカス 

ワークショップ４（～17:40） 

鷲尾 龍一，斉木 美知世，生越 直樹，梅谷 博之 

≪所有者受動≫再考 

（詳細は 4 ページ） 

  

 
Ｇ会場（人間社会第１講義棟 3 階 302 講義室） 

司会：小林 正人（前半） 

Ｈ会場（人間社会第１講義棟 3 階 313 講義室） 

司会：岸本 秀樹（前半），浦 啓之（後半） 

13:00－13:30 

大宮 康一

現代アイスランド語の"New" impersonal 構文に

おける対格名詞句について

石井 創

日本語の「なるまで」構文分析
―結果構文の視点から―

13:35－14:05 
Dónall P. Ó BAOILL, Hideki MAKI 
The comparative construction in modern Irish 

備瀬 優 
分裂文としての「のだ」文 

14:15－14:45 

金澤 雄介 
古サルデーニャ語における完了形の形成法の移行に

ついて 

内芝 慎也 
日本語軽動詞構文における項構造と 2 つの対格制約

14:50－15:20 

松村 一登 
エストニア語の動詞 pruukima「必要だ；用いる」の

多義性―コーパスと辞書の記述に基づく考察― 

HOSOI Hironobu 
The amount of an event in the Japanese Floating 
Quantifier Construction 

15:20－15:40 （休憩） （休憩） 

15:40－16:10 
三浦 秀松 
意味的再帰性条件（"Condition R")再考 

16:15－16:45 
小町 将之 
再構築現象における順序効果と摘出領域の形成 

16:55－17:25 

稲田 俊一郎 
関係節構文における量化詞の作用域の再構築効果に

ついて 

17:30－18:00 

ワークショップ５（～17:40） 

谷 みゆき，井上 逸兵，出原 健一， 
八木橋 宏勇，多々良 直弘 

英語と日本語の好まれる事態把握 
 ―＜結果志向＞と＜過程志向＞の動機づけ― 

（詳細は 4 ページ） 

西垣内 泰介，折田 奈甫 
エヴェ語のロゴフォリック代名詞 
―視点投射とコントロール― 
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■ワークショップ 11 月 29 日(土) 15:40～17:40（人間社会第１講義棟１・2・3階） 

ワークショップ１ 名詞化辞「の」と「φ」の交替現象―日本語史・形式主義言語学・ 
機能主義言語学のインターフェイス― 企画・司会 堀江 薫 Ａ会場 

（人間社会第１ 

講義棟 1階 

102 講義室） 

 

「φ」（準体句）から準体助詞「の」へ―何が問題か？―  仁科 明 
「の」と空範疇の交替について―統語論からの視点―  吉村 紀子 
機能主義的類型論からみた「の」と「ゼロ」の交替現象  堀江 薫 
コメント  青木 博史 

ワークショップ２ 日本語におけるガ・ノ交替現象  企画・司会 中井 悟 
Ｂ会場 

（人間社会第１

講義棟 2階 

201 講義室） 

 

ガ・ノ交替と焦点  原田 なをみ 

格の交替と統語的局所性  越智 正男 

ガ・ノ交替への認知文法アプローチ  小熊 猛 

ガ・ノ交替の心理言語学的分析―self-paced reading method を用いた 

 即時処理モデルに基づくノ格主語構文の処理の研究―  祐伯 敦史 

ワークショップ３ 形容詞の特質をめぐって―言語類型論的観点から見た形容詞と 
形容詞の意味化分析― 企画・司会 龍城 正明 Ｃ会場 

（人間社会第１

講義棟 2階 

202 講義室） 

日英語形容詞の形態・統語特性に関する分析  綾野 誠紀 
形容詞の静的意味と動的意味における多義性  藤田 透 
形容詞の述語表現における日英比較  佐々木 真 

ワークショップ４ ≪所有者受動≫再考 企画・司会 鷲尾 龍一 
Ｆ会場 

（人間社会第１

講義棟 3階 

301 講義室） 

文法記述における「所有者」の概念をめぐって  斉木 美知世 
朝鮮語における「所有者受動」をめぐって  生越 直樹 
モンゴル語における「所有者受動」をめぐって  梅谷 博之 
「所有者受動」と受動表現の類型をめぐって  鷲尾 龍一 

ワークショップ５ 英語と日本語の好まれる事態把握―＜結果志向＞と＜過程志向＞の 
動機づけ― 企画 谷 みゆき 司会 井上 逸兵 Ｇ会場 

（人間社会第１

講義棟 3階 

302 講義室） 

「志向」はどこから来るか―Go と「行く」の事例―  出原 健一 

事態把握とイディオムの生成―句表現に見られる〈結果志向〉と〈過程志向〉― 八木橋 宏勇 

英語・日本語における結果の構文化―完了構文と「…テイル／…テアル」の比較― 谷 みゆき 

日英の新聞報道における言語使用と事態把握  多々良 直弘 

 

■ポスター発表・特別展示 11 月 30 日(日) 11:30～13:00 

TAMAOKA Katsuo, IKEDA Fumiko 
Influence of first-element and dialect region on voice-or-voiceless decisions of shoochuu 

水野 晴光 

外国語のコミュニケーション能力を高める共生的アプローチ 

円山 拓子 
韓国語助動詞 cita の分析に基づく多義性の決定過程モデル 

今村 泰也，坂本 比奈子 
ヒンディー語とムラブリ語の属格所有表現 

Ｉ会場 

（人間社会第１

講義棟 2階 

202 講義室） 

林 佩怡，上原 聡 
事態把握の観点から見た一人称主体の「ト思っている」表現 

特別展示「フロンティアからの眼差し Part 2」     企画 危機言語小委員会 
Ｊ会場 

（人間社会第１

講義棟 2階 

203 講義室） 

マア語の 2 つの変種内の「バントゥ化」 安部 麻矢 
ティディム・チン語の人称標示 大塚 行誠 
プラン族の動物世界―言語データを援用した文化研究― 山田 敦士 
方言差をどう「書く」か―ウイルタ語文字教本の表記と今後の記述研究― 山田 祥子 
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●金沢大学までの交通案内 

 
○JR金沢駅へのアクセス 

＜東京方面から＞ 

 □飛行機 羽田－小松（1 日 11 便，1 時間）。金沢駅連絡バス（スーパー特急約 40 分，市内経由約 60 分）。 
 □ＪＲ   東京－越後湯沢－金沢 上越新幹線「越後湯沢」で特急「はくたか」に乗り換え（3 時間 40 分）。 
       上野－金沢 寝台特急北陸，夜行急行能登（8 時間）。 
 □高速バス 新宿駅－金沢 1 日 4～8 便（7 時間 25～55 分），東京駅－金沢 1 日 1 便（8 時間 30 分）。 
       （八王子駅，横浜駅経由藤沢駅からも北陸鉄道，西日本 JR バスの高速バスが出ています。） 
＜大阪・京都方面から＞ 

 □ＪＲ 特急「サンダーバード」「雷鳥」（大阪から 2 時間 30 分，京都から 2 時間 10 分）。 
 □高速バス 大阪－金沢（1 日 7 便，4 時間 50 分），京都－金沢（1 日 5 便，4 時間）。 
＜名古屋方面から＞ 

 □ＪＲ 名古屋－金沢 特急「しらさぎ」（3 時間） 
 □高速バス 名古屋－金沢（1 日 10 便，4 時間） 
＜その他の地域から＞ 

 札幌，仙台，福岡，那覇から小松空港への便があります。 
 
○金沢大学角間キャンパス北地区へのアクセス 

 □北陸鉄道バス 金沢駅東口 3番乗り場       （西金沢） 
9933・・9944  金沢大学行き／金沢駅行き

  （駅－香林坊は路線多数，駅 7～10番乗場）

9966 金沢大学行き／西金沢行き

香林坊（こうりんぼう）１番バス停（中央公園前）

9933・・9944 金沢大学行き／金沢駅行き 9966 金沢大学行き／西金沢行き

終終点点「「金金沢沢大大学学」」（金沢駅から 35～40分，香林坊から 20分。350円）

※ 大会当日は金沢駅東口－金沢大学間の臨時バスを運行します（詳細は 6 ページ）。時刻表改正の可能性もあり 
ますので，出発前に必ず最新のバス時刻表（11 月に学会ホームページ掲載）をご確認ください。 

※ 土日運行の「まちバス」「兼六園シャトル」（金沢駅東口発，100 円，20 分間隔）も香林坊を通ります。 

 □タクシー 金沢駅から約 20 分。3,000 円程度（あくまで目安）。（「金沢大学角間（かくま）キャンパス， 
終点の金沢大学バス停」と言ってください。） 
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●会場案内（角間キャンパス北地区） 
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●会場配置図（人間社会第１講義棟） 
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お知らせ 
 

◆保育室の設置 
今大会では保育室を設置します。利用を希望される方は，学会ホームページの「保育室の設置について」をお

読みになった上で，10月 30日(木)までに保育室担当宛にメールでお申し込みください（締切厳守）。 
   ・利用可能時間： 11 月 29 日(土) 12:30－18:30，11 月 30 日(日) 9:30－16:00 
   ・料金： 3 歳未満 500 円/1 時間，3 歳以上 400 円/1 時間 
 
◆大会予稿集の販売 
・大会予稿集は，大会当日に受付にて販売します（1 部 2,000 円）。事前購入はできません。 

・大会予稿集の郵送（大会終了後になります）をご希望の方は，「部数，送付先」を明記の上，学会事務局までお

申し込みください（送料込みで 1部 2,500 円）。代金は送付時に同封される振込用紙にてご送金ください。 
 
◆同封はがきによる申し込み 
 下記の申し込みは，同封のはがきで 10月 30日(木)までにお願いします。 
  ・ 第 1 日の懇親会への参加（一般 5,000 円，学生 3,000 円）（人数把握のため事前申し込みにご協力ください。） 
  ・ 第 2 日のお弁当の注文（800 円）（会場周辺に食堂・コンビニはありません。お弁当の注文は同封のはがき

での注文のみとなります。会場でのお弁当の注文はできません。お弁当の販売は 13 時で終了します。） 
  ・ 車椅子の利用（事前の申し込みがあった場合，若干数を用意いたします。） 
 

◆出張依頼状 
所属機関長宛の出張依頼状がご入用の方は，返送先を明記し切手を貼った返信用封筒を同封の上，10 月 30 日

(木)までに学会事務局までお申し込みください。 
 
◆書籍展示コーナー 

書籍展示のコーナーは人間社会第１講義棟 2 階 206 講義室です。 
 
◆資料展示コーナー 

人間社会第１講義棟 2 階ラウンジ付近に資料展示用の机を用意します。会員に紹介したい学会，研究会，講演

会のパンフレット等を置くことができます。 
 

◆大会予稿集，『言語研究』のバックナンバー 
大会予稿集および『言語研究』のバックナンバー購入をご希望の方は，「号，購入部数，送付先」を明記の上，

学会事務局までお申し込みください。代金は送付時に同封される振込用紙にてご送金ください。 
  ※在庫情報は学会ホームページをごらんください。 
    ・大会予稿集： 「研究大会について」＞「予稿集のバックナンバー」 
    ・『言語研究』： 「学会誌『言語研究』について」＞「バックナンバーの購入案内」 

 

次回大会予告（2009 年春季大会：第 138回大会） 

場所： 神田外語大学（千葉市美浜区） 
日程： 6 月 20 日(土) 口頭発表・ワークショップ 
    6 月 21 日(日) 公開講演，ポスター発表，公開シンポジウム 
大会までのスケジュール： 
   ・発表応募締め切り 2009年 3月 20日(金)（必着）（『言語研究』，学会ホームページ 

掲載の規定に従い，学会事務局までご応募ください。） 
   ・採否通知 4 月上旬 
   ・大会発表要旨（学会ホームページ，『言語研究』掲載）締め切り 5 月 1 日(金)（予定） 
   ・予稿集原稿締め切り 5 月 11 日(月)（予定） 

 

 お問い合わせ・お申し込み先 

  日本言語学会事務局 〒602-8048 京都市上京区下立売通小川東入 

            Tel．(075)415-3661，Fax．(075)415-3662，E-mail: lsj@nacos.com 
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